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#15-7 

【７月】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２７年８月１日 

在ウクライナ大使館 

 

１．内外政 

・２２日、自由民主党、民主党及び自由党が閣僚ポストの分配

に関し合意し、２３日、同３党が新与党連合結成合意文書に本

署名を実施。 

・２７日、ティモフティ大統領がヴァレリウ・ストレレツ自由民主

党副党首（議会副会派長）を新首相候補として指名する大統

領令に署名。 

・３０日、ストレレツ首相候補による閣僚名簿が議会過半数（１

０１議席中５２議席）の賛成を得て承認され組閣が行われた。

承認された新閣僚は以下のとおり。 

－ヴァレリウ・ストレレツ首相（新任，自由民主党） 

－ヴィクトル・オシポフ副首相（再統合担当）（留任，民主党） 

－ステファン・クリストフ・ブリデ副首相兼経済相（留任，民主

党） 

－ナタリア・ゲルマン副首相兼外務・欧州統合相（留任，自由

民主党） 

－ゲオルゲ・ブレガ副首相（社会問題担当）（新任，自由党） 

－アナトール・アラプ財務相（留任，自由民主党） 

－イオン・スラ農業・食品産業相（留任，自由民主党） 

－オレグ・バラン内相（留任，自由民主党） 

－モニカ・バブク文化相（留任，民主党） 

－パヴェル・フィリプＩＴ・通信相（留任，民主党） 

－ヴァシレ・ブトカ地域発展・建設相（留任，民主党） 

－ヴラディミル・チェボタリ司法相（新任，民主党） 

－ミルチャ・ブガ労働・社会保障・家族相（新任，自由民主党） 

－ロレッタ・ハンドラブラ青年・スポーツ相（新任，自由民主

党） 

－ルクサンダ・グラヴァン保健相（新任，民主党） 

－ヴァレリウ・ムンチャヌ環境相（新任，自由党） 

－ユリエ・キリンチュク運輸・交通インフラ相（新任，自由党） 

－コリナ・フス教育相（新任，自由党） 

－アナトール・シャラル国防相（新任，自由党） 

 

２．経済 

▼マクロ経済 

・３０日、モルドバ中央銀行は、政策金利を年１５．５％から１

７．５％まで引き上げるとともに、レイ建ての預金準備率を３

２％に引き上げ。これは、天然ガス及び電気料金の引き上

げ後のインフレーションの進行を抑制するため。 

▼天然ガス関連 

・１８日、国家エネルギー規制庁は、最終消費者に対する天

然ガス及び電気料金を値上げ。具体的には、モルドバガス

社によって供給される天然ガスの価格を１５．４％値上げし、

電気代については、「Gaz Union Fenosa Furnizare Energie」

の管轄する地域で３６％、「RED Nord」社及び「RED Nord 

Vest」社が管轄する地域で３０％の値上げ。 

・３１日、経済省の発表によれば、モルドバが第３四半期にロ

シアから輸入する天然ガスの価格は２１０．２１ドル／千立米

であり、第２四半期の価格よりも１７％（４２ドル）値下げ。モル

ドバガス社のデータによると、上記価格はここ５年間で最も

低い水準。 

▼対モルドバ支援 

・７日、タピオラＥＵ代表部大使は、モルドバが、ＩＭＦとの新

たな資金援助の合意のための交渉が可能であり、銀行部門

の危機を解決できるような新内閣を設立するまで、資金援助

を凍結すると発言。アラプ財務相によれば、ＥＵは、２０１５

年、モルドバに対し、司法システム改革等の分野で４，０７０

万ユーロの支援を実施。 

・３０日、バシュカニ村において、平成２４年度対モルドバ無

償資金協力「バイオマス燃料有効活用計画」の引渡式及び

貧困農民支援（２ＫＲ）の１５周年を祝う式典が開催され、ティ

モフティ大統領及び角駐モルドバ日本大使が出席。 

 

３．防衛 

▼多国間軍事演習「ジョイント・エフォート ２０１５」 

・１３日、国防省は、７月１２日から２５日までの間、バルツィ近

郊の軍事訓練場において、多国間軍事演習「ジョイント・エ

フォート２０１５」が実施されている旨発表。本演習には、アメ

リカ、モルドバ、ポーランド、ジョージア及びルーマニアの軍

人が参加している。 

 

 

※本月報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


